
　興
こう

道
どう

寺
じ

廃
はい

寺
じ

は、福井県三方郡美浜
町に所在する古代の仏教寺院の遺跡
です。７世紀後半になると、国の仏

ぶっ

教
きょう

政
せい

策
さく

によって日本列島の各地に多
くの古代寺院が建

こん

立
りゅう

されました。興
道寺廃寺は耳川流域を拠

きょ

点
てん

とした豪
ごう

族
ぞく

がその頃に建立した寺院です。
　平成 14（2002）年から 13 年に及

およ

ぶ発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

によって伽
が

藍
らん

建
たて

物
もの

の跡や
多くの遺物が発見され、８世紀後半
の大規模な再

さい

建
こん

を経て、約 300 年に
渡って法

ほう

灯
とう

を守った寺院であったこ
とがわかりました。

興道寺廃寺復元イラスト図

興道寺廃寺出土軒丸瓦
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 1　早瀬遺跡
 2　寺山古墳群
 3　久々子遺跡
 4　西堂林遺跡
 5　口背湖遺跡
 6　竜沢寺遺跡
 7　松原遺跡
 8　木野遺跡
 9　藤ノ木遺跡

10　秋名古遺跡
11　興道寺遺跡
12　興道寺廃寺
13　興道寺古墳群
14　興道寺窯
15　高善庵遺跡
16　上野遺跡
17　殿ノ下遺跡
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写真５　耳川下流域空中写真（福井県教育庁埋蔵文化財調査センター提供）

図２　耳川下流域における遺跡分布模式図

写真２　興道寺遺跡掘立柱建物跡

写真３　興道寺遺跡竪穴建物跡

写真４　藤ノ木遺跡竪穴建物跡図１　興道寺廃寺位置図（縮尺1/25,000）

写真1　興道寺廃寺周辺の空中写真
　　　　 （米軍撮影の空中写真を複製承認番号 平28情複第1062号）

興道寺廃寺

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、数値地図25000（地図画像）を
複製したものである。（承認番号 平28情複第1062号）」

写真６　松原遺跡土製模造品
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興道寺廃寺の立地と周辺の環境興道寺廃寺の立地と周辺の環境
　興道寺廃寺は耳川下流域の左岸に広がる河

か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

に立地します。遺跡の現況は、周囲を水田に囲まれ、
寺院跡は畑地となっています。
　興道寺廃寺は、北に古代北

ほく

陸
りく

道
どう

と若狭湾を、東に耳川の流れを望
のぞ

むなど、水陸交通の要
よう

衝
しょう

の地に、ま
た越前国と接する若狭東

とう

縁
えん

の要
よう

地
ち

に建立されました。
　興道寺廃寺の時代から少し遡

さかのぼ

り、寺院が建立される直前の古
こ

墳
ふん

時代後期（６～７世紀）の耳川流域の
動向を確認すると、集落遺跡や墳

ふん

墓
ぼ

、生産や祭
さい

祀
し

にともなう遺跡があり、流域を治めた豪族が存在した
ことがうかがえます。
　興道寺遺跡、藤

ふじ

ノ
の

木
き

遺跡は興道寺廃寺が立地する耳川下流域の左岸河岸段丘に大きく展開する集落遺
跡です。特に興道寺遺跡では、６世紀前半の大

おお

型
がた

掘
ほっ

立
たて

柱
はしら

建
たて

物
もの

跡
あと

１棟と６世紀後半から７世紀前半にかけ
ての竪

たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

３棟、掘立柱建物跡１棟、柱穴列 10 基が発見されています。興道寺遺跡の北方に位置す
る藤ノ木遺跡では６世紀初め頃の竪穴建物跡１棟が確認されています。興道寺遺跡、藤ノ木遺跡の竪穴
建物跡からは製

せい

塩
えん

土
ど

器
き

が出土するなど、集落居住者たちの土器製塩（土器を用いた塩作り）への関
かん

与
よ

が
考えられます。

　松
まつ

原
ばら

遺跡、早
はや

瀬
せ

遺跡、興道寺窯は耳川流域
でも代表的な６、７世紀の生産に関する遺跡で
す。
　松原遺跡は耳川河口部の浜

ひん

堤
てい

に所在し、５
世紀後半から６世紀にかけての土

ど

製
せい

模
も

造
ぞう

品
ひん

が
出土し、また７世紀中頃の石

いし

敷
じ

きの製
せい

塩
えん

炉
ろ

３基
や多くの製塩土器が発見されています。早瀬遺
跡は若狭湾を望む海岸段丘に所在し、６世紀
代の石敷製塩炉３基が確認されました。
　興道寺窯は雲

くも

谷
だに

山
やま

から派
は

生
せい

する尾
お

根
ね

の西斜
面に所在し、灰

はい

原
ばら

から６世紀初め頃の須
す

恵
え

器
き

、
円
えん

筒
とう

埴
はに

輪
わ

などが、窯床
ゆか

面
めん

からは７世紀初め頃
の須恵器が出土しています。
　古墳（群）には獅

し

子
し

塚
づか

古
こ

墳
ふん

、興道寺古墳群
などがあります。獅子塚古墳は藤ノ木遺跡の近
くに所在する全長 32.5 ｍの前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で、墳
ふん

丘
きゅう

には円筒埴輪を配し、墳丘の周囲には周
しゅう

溝
こう

をめぐらせ、埋葬施設に北部九州系の横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

を備えています。６世紀初め頃の須恵器、
鍛
か

治
じ

関連遺物、玉
ぎょく

類
るい

、鉄
てつ

製
せい

武
ぶ

具
ぐ

、鉄
てつ

製
せい

工
こう

具
ぐ

な
ど豊

ほう

富
ふ

な副
ふく

葬
そう

品
ひん

が発見されています。耳川流
域を治めた地域豪族の墳墓と考えられます。興
道寺古墳群は獅子塚古墳の南方、興道寺遺跡
の西方に分布する10 数基からなる古墳群です。
獅子塚古墳とともに一古墳群を形成し、６世紀
代の流域の地域豪族の系

けい

譜
ふ

にある古墳群です。
　興道寺廃寺の創建を遡ること約 200 年前、
すでに６世紀の段階には耳川流域に
有力な地域豪族が現れ、寺院建立
まで勢力を誇るなど、寺院建立の素

そ

地
じ

が養
やしな

われていたと考えられます。



写真11　興道寺廃寺空中写真（南から撮影）

図３　昭和39年(1964)４月発行
　　　『美浜町文化財調査台帳』

写真９　福井県教育委員会による試掘調査
（福井県立若狭歴史博物館提供）

図４　興道寺廃寺伽藍復元模式図（縮尺1/1,000）
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これまでの発掘調査これまでの発掘調査
　興道寺廃寺は、大正時代、県農事試験場（県園芸試験場）建設の際に布

ぬの

目
め

痕
こん

が残る多量の瓦片が
出土したことでその所在があきらかとなりました。
　興道寺廃寺に関する調査研究の初見は、昭和８（1933）年、上田三平氏が『越前及若狭地方の史蹟』
後篇、「三　廃寺阯　若狭地方の古瓦及礎石」の項で「三方郡耳川沿岸の興道寺地籍の観

かん

音
のん

畑
ばた

と稱
しょう

す
る地域には多數の古瓦を出土し蓮

れん

華
げ

紋
もん

のものも發
はっ

見
けん

されて居る。（中略）紋様は鈍重、著しく地方色を帶
びたものである。」と出土瓦を紹介し、簡単な資料報告をおこなっています。これより古い記録として、『耳
村誌（稿）』「第三章　大

おお

字
あざ

誌」、興道寺の項に「（前略）。名称の興道寺の事今は全く徴すべきものなし。
口碑に云、往古小

こ

字
あざ

観音の地に廣堂観音堂あり、霊
れい

験
げん

殊に著しくして衆庶の信仰厚く、門前自ら市を成
したりしが、平安朝の頃、朝廷の帰

き

依
え

に由りて京都に移されたり。（中略）此地に仏
ぶっ

刹
さつ

の存したるは事
実なるべし。今尚同小字附近の土中より瓦の破片、大なる礎石等を発見する事あり。（後略）」とあります。
　1958（昭和 33）年に興道寺小字中

なか

ノ丁
ちょう

から軒
のき

丸
まる

瓦
かわら

がほぼ完
かん

形
けい

で出土するなど、継続的な古瓦の出
土採集があったようで、昭和 39（1964）年４月発行の『美浜町文化財調査台帳』には、「観音堂址（布
目瓦出土地）」の所在地がメモ書きされています。付近の観音という小字名をもとに「観音畑廃寺」と呼
ばれ、地元の愛好家、郷土史家の間では早くから古代寺院の存在が知られていました。
　1977（昭和 52）年、興道寺小字中ノ丁付近に
おいて周辺の土地改良事業に伴う福井県教育委
員会の試

し

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

がおこなわれました。この時、軒
瓦を含む多量の瓦片が出土し、基壇の一部と思わ
れる地面の高まりが確認されたことで寺院の遺構
が残存する可能性が指摘されました。
　1997（平成 9）年以後、興道寺廃寺の北～西
方、興道寺遺跡の北縁部で美浜町教育委員会な
どによる発掘調査が進められ、これらの開発事業
が興道寺廃寺まで及ぶ可能性が危

き

惧
ぐ

されたため、
2002（平成 14）年度から 2015（平成 27）年度ま
での13 年間、16 次に及ぶ美浜町教育委員会によ
る内容確認調査が継続的に進められてきました。

興道寺廃寺の伽藍と寺域興道寺廃寺の伽藍と寺域
　長い発掘調査によって、伽

が

藍
らん

や寺院に関する
遺構が次 と々発見されました。
　興道寺廃寺の寺域は、南北 112 ～ 118 ｍ、東
西 80 ｍほどの規模であったものと考えられます。
　南側で南

なん

門
もん

基
き

壇
だん

が見つかり、寺院の正面には
門と築

つい

地
じ

塀
べい

が東西に延び、寺域の北側と西側で
見つかった溝の存在から寺域の周囲は築地塀、
溝などで区画されていた可能性が高まっていま
す。
　寺院中

ちゅう

枢
すう

部
ぶ

の伽藍域では、金
こん

堂
どう

、塔
とう

、中
ちゅう

門
もん

、
講
こう

堂
どう

の基壇（土
ど

壇
だん

状
じょう

の建物基礎）が発見され、
その位置から中門の北側に塔と金堂が東西に並
び建ち、さらに北側には講堂が所在し、寺院の
宗教空間を作り出していたものと考えられます。
法
ほっ

起
き

寺
じ

式伽藍配置と言われる伽藍をとり、伽藍
には創建期と再建期とも言うべき２時期があった
ことが発掘調査であきらかとなっています。
　伽藍の北側には、掘立柱建物跡などの建物群
が展開しています。僧

そう

坊
ぼう

、雑
ざっ

舎
しゃ

などの建物施設
が存在したものと考えられます。

写真10　興道寺廃寺空中写真（西から撮影）



写真16　再建期塔南壇西辺・南辺

写真17　再建期中門基壇

写真18　再建期講堂基壇北辺

写真12　創建期・再建期金堂基壇北辺・西辺

写真13　再建期金堂基壇北辺の瓦溜まり

写真14　創建期金堂基壇の版築状況 写真15　再建期金堂基壇の北面階段
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　伽藍域に所在する金堂、塔、中門、講堂などの寺院建物の遺構について、発掘調査で得られた成果
をもとに７世紀終わり頃から８世紀前半の創建期、８世紀後半以後の再建期に分けてご紹介します。
　金堂は本

ほん

尊
ぞん

仏
ぶつ

を安置した寺院の中心をなす建
物です。創建期と再建期の金堂の基壇が見つ
かっています。
　創建期の金堂基壇は、地山層（もともとの河
岸段丘の表層を構成する地層）の削り出しに
よって造られました。基壇の周囲にも掘

ほり

込
こみ

地
ち

業
ぎょう

（地盤の強化作業）をおこなっています。基壇
積み土（基壇として積んだ土）はかなり精

せい

緻
ち

で
堅
けん

固
ご

な版
はん

築
ちく

（土砂をつき固めること）を施
ほどこ

して
います。基壇の南北軸の方位は座標北から６度
西
せい

偏
へん

し、基壇の規模は東西約 16.8 ｍ、南北約
13.8 ｍに復元できます。基壇周囲に分布する瓦

かわら

溜
だ

まりは再建期の整地土に埋められ、大ぶりで
遺
い

存
ぞん

状況のよい瓦群が多く分布しています。
　再建期の金堂基壇は創建期の基壇をそのまま
利用しながら北側と東側を若干拡張し、南側と
西側を削

さく

平
へい

して造っています。金堂基壇の南北
軸の方位は座標北から２度東

とう

偏
へん

し、創建期の段
階から大きく東に振れています。基壇の規模は
東西約18.0ｍ、南北約14.1ｍで、外

がい

装
そう

（基壇周縁）
に石積みを伴っています。南北中央に柱間１間

けん

分の幅の階段が付設されていたようで、北面階
段の幅 2.4 ｍ、階段の出 1.6 ｍ前後に復元され
ます。基壇の高さは１ｍ弱（現存高は約 0.2 ～
0.3 ｍ）、金堂の建物の柱間は 2.4 ｍとして、東
西５間、南北４間、つまり東西 12.0 ｍ、南北 9.6
ｍの平面規模に復元されます。
　再建期の金堂基壇の周囲からは、多くの瓦片
とともに、鉄釘、塑

そ

像
ぞう

螺
ら

髪
ほつ

が出土しています。

　塔は元来、心
しん

礎
そ

に仏
ぶっ

舎
しゃ

利
り

を納
おさ

めた高
こう

層
そう

建物で、三重塔、五重塔など寺院のモニュメントとしての役
割を果たしました。創建期と再建期の塔の基壇が見つかっています。
　創建期の塔基壇は、西側では地山層を削り出して基

き

壇
だん

縁
えん

辺
ぺん

を造り、東側では溝を掘削し、基壇の内
外を区画したようです。南北軸の方位は座標北から６度西偏し、基壇の規模は一辺 12.0 ｍです。基壇
周囲の再建期の整地層に大ぶりの瓦片が埋められています。
　再建期の塔基壇は、創建期の基壇の下部を埋め、全体的に拡張して造っています。創建期の塔基壇
の下部をそのまま残して、上にかさ上げするように基壇を造っています。基壇の南北軸の方位は座標北か
ら10 度西偏し、基壇の規模は一辺約 15.3 ｍに復元されます。
　基壇の検出面から心礎抜き取り坑、四天柱の
礎石据え付け掘り方３基、側柱の礎石据え付け
掘り方４基を確認し、柱間の長さは中央間 3.3
ｍ、脇間 3.0 ｍに復元されます。基壇の周囲か
らの瓦などの出土は多くありません。
　中門は、伽藍域に入るための正面の門です。
再建期の中門基壇が見つかっています。
　再建期の中門基壇は、盛土で造り、外装に石
積みを伴います。南北軸の方位は座標北から２
度東偏し、基壇の規模は東西約 7.4 ｍ、南北約
6.2 ｍです。再建期の基壇積み土または再建期
の整地層にあたる部分から銅製銭

せん

貨
か

が出土しま
した。基壇の南西側に回廊（廊下状の施設）に
伴うと考えられる溝が見つかっています。
　講堂は、僧尼が修行、学門などを行うための
建物です。創建期と再建期の講堂基壇が見つ
かっています。
　創建期の講堂基壇は北側と東側に掘込地業を
施した後に基壇積み土を盛土します。基壇の南
側では良質な粘質土を用いて整地し、その上に
基壇の積み土を盛土します。南北軸の方位は座
標北から10 度西偏し、講堂基壇は東西約 18.0
ｍ、南北約 12.0 ｍに復元できます。
　再建期の講堂基壇は、基壇南辺の西側で造り
直しの痕跡が見られる以外は創建期の基壇をそ
のまま踏

とう

襲
しゅう

して基壇としています。これは創建
期基壇と同等の規模と考えられます。
　伽藍地の内外を区画する回廊の痕跡は見つ
かっていませんが、興道寺廃寺においても中門
から金堂、塔を囲み、講堂へと至る回廊が廻っ
ていたものと考えられます。
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写真23　興道寺遺跡出土軒瓦

写真24　興道寺遺跡出土
　　　　　鴟尾または鬼板瓦

写真25　興道寺遺跡出土鉄釘

写真19　伽藍北方の掘立柱建物跡群

写真20　伽藍東方の竪穴建物跡

写真22　寺域西限の南北溝

写真21　再建期南門基壇北西隅部
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　古代寺院では、伽藍を取り囲むように寺院
地（寺域）が広がっています。この寺域には、
特に伽藍の北側を中心に、僧

そう

尼
に

が食事を取る
食
じき

堂
どう

、僧尼が使用する僧坊、経典を納めて置
く経

きょう

蔵
ぞう

や鐘を打つ鐘
しょう

楼
ろう

、寺院を維持する人達
が使用する雑舎、鍛

か

冶
じ

などをおこなう工
こう

房
ぼう

な
どの建物群が展開していたものと考えられま
す。
　実際、興道寺廃寺でも伽藍北方で掘立柱建
物跡や柱穴列が、東方では竪穴建物跡、掘立
柱建物跡が見つかっています。また、建物群
に留

とど

まらず、土坑、溝、小穴など、多くの遺
構が見つかっていますので、多くの人の手が
寺域全体に及んでいるものと考えられます。
　寺域の四

しい

至
し

を構成する施設として、南門と
寺院の内外を区画するための築地塀、溝など
があります。興道寺廃寺の発掘調査では、南
門基壇と寺域北限と西限の溝跡が確認されて
います。
　南門は、寺院地に入るための正面の門です。
いわば寺院の玄関にあたります。
　創建期の南門基壇は不明ですが、再建期の
南門基壇の下層で創建期の寺域南限に伴う可
能性がある２条の東西溝が見つかっていま
す。
　再建期の南門基壇は、広く整地を施した後
に基壇を盛土で造り、外装に石積みを伴いま
す。基壇の南北軸の方位は座標北から４度西
偏し、基壇の規模は東西約 7.2 ｍ、南北約 5.0
ｍに復元できます。
　北側と西側で寺院地の内外を画

かく

したと考え
られる溝跡は幅約１ｍで、特に西側の南北溝
は一定の深さもあり、溝の方位も途中で変
わっているので、長期間にわたって維持され
た溝と考えられます。寺域の排

はい

水
すい

を兼
か

ねた基
き

幹
かん

水路であった可能性も想定されるところで
す。興道寺廃寺では築地塀の痕跡は見つかっ
ていませんが、これらの溝が築地塀の雨

あま

落
お

ち
溝であったとすれば、寺院を取り囲む築地塀
も存在したことでしょう。

興道寺廃寺の出土遺物興道寺廃寺の出土遺物
　興道寺廃寺の発掘調査によって、寺院建物の屋根を覆

おお

っていた多くの瓦、灯
とう

明
みょう

で用いられた土器、建
物部材と考えられる土

つち

壁
かべ

や鉄釘、本尊仏の一部と考えられる塑像螺髪などが出土しています。
　瓦には３型式の軒瓦、丸瓦、平瓦、熨

の

斗
し

瓦、隅
すみ

落
お

とし瓦、鴟
し

尾
び

または鬼
おに

板
いた

瓦
がわら

と考えられるものなどが
あります。軒瓦には、①山田寺式と言われるもので、７世紀終わり頃に滋賀県の湖東地域からもたらされ
たと考えられる単

たん

弁
べん

八
はち

葉
よう

蓮
れん

華
げ

文
もん

軒丸瓦と三
さん

重
じゅう

孤
こ

文
もん

軒平瓦、②在
ざい

地
ち

的
てき

な文様をもち、８世紀初め頃に作ら
れたと考えられる素

そ

弁
べん

十
じゅう

葉
よう

蓮華文軒丸瓦と三重孤文軒平瓦、③大和地域に系
けい

譜
ふ

をもつと考えられ、８世
紀前半に作られたと考えられる素

そ

弁
べん

九
く

葉
よう

蓮華文軒丸瓦と偏
へん

行
こう

唐
から

草
くさ

文
もん

軒平瓦があります。鴟尾（鬼板瓦）
とみられるものには花

か

弁
べん

をあしらったスタンプ文が見られます。丸瓦は無段式と有段式のものがあり、木
筒に粘土板を巻き付けることで作ります。平瓦は粘土板を桶に巻き付けて作ります。興道寺廃寺では成形
台を用いた一枚作りの平瓦は確認されていません。瓦の凸面の叩き目の原体として、平行叩き１原体・正格
子３原体・斜格子３原体・縄目２原体の計９原体がこれまでに確認されています。
　再建期の金堂基壇の周辺からは多くの瓦片ととともに、建築材と考えられる土壁、鉄釘が出土しました。
土壁の表面には白土がみられます。鉄釘は十数点あり、10 ～ 20cmの長さがあるなど大型のもので、寺
院北方の集落では鍛冶関連遺物も出土しているので、近郊で作られて寺院建設のために持ち込まれたもの
と考えられます。
　伽藍地は宗教空間であるため、寺院内から土器の出土は多くありませんが、仏器を模

も

倣
ほう

したと考えられ
る土器や灯明に用いられた土器も見られます。仏器模倣の土器として鉄鉢形須恵器があり、興道寺廃寺北
方の集落からも８世紀の鉄鉢形須恵器、水

すい

瓶
びょう

と考えられる土器などが出土しています。灯明に用いられた
土器として、８世紀後半から９世紀前半にかけての須

す

恵
え

器
き

杯
つき

・皿と土
は

師
じ

器
き

椀
わん

・皿が一定程度出土してい
ます。金堂や塔の基壇の周辺のみでなく、中門基壇の西側や塔基壇の東側など、寺域内から広く出土する
傾向があります。いずれも土器の内外面や口縁部付近に煤

すす

が付着し、全体的に黒みを帯びるものも見られ
ます。
　自然遺物として寺域西限の南北溝の埋土から樹木や草木の花粉を若干採集しています。栽

さい

培
ばい

植物のソ
バ属の花粉が産出されたことから、周辺でソバ栽培が行われていた可能性も考えられます。



写真29　高善庵遺跡遠景

写真30　高善庵遺跡出土瓦

写真31　興道寺遺跡竪穴建物跡

写真26　興道寺廃寺出土塑像螺髪 図6　塑像イラスト図

写真27　興道寺廃寺出土銅製銭貨 写真28　興道寺廃寺出土「耳」墨書須恵器
写真32　興道寺遺跡出土鉄鉢形須恵器 写真33　興道寺遺跡出土鞴羽口 写真34　興道寺遺跡出土鉄滓

図6　塑像イラスト図
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　古代寺院では、塑像を本尊仏として安置する事例は多く、各地の古代寺院遺跡の発掘調査で塑像の一部
や螺髪が出土することがあります。興道寺廃寺では８世紀のものと考えられる塑像螺髪11点が出土しています。
再建期の金堂基壇の北側の瓦溜まり周辺から砲

ほう

弾
だん

形の塑像螺髪 10点、再建期の塔基壇の心礎抜き取り坑と
考えられる土坑から円

えん

錐
すい

形の螺髪１点が出土しました。螺髪はいずれも型
かた

作
づく

りで、螺髪の側面の片側、また
両側に型の合わせ目が残るものも見られます。大きさは円錐形のものが器高 2.0㎝、底面径 1.8㎝、砲弾形の
ものは器高が最大4.7㎝、底面径は 2.1～ 2.7㎝です。１点を除いて底面に穿

せん

孔
こう

があり、底面を斜めにカットし
たものや、側面に押さえナデを施したものもあるように、塑像頭部への取り付けはその部位に応じて工夫がさ
れていたようです。砲弾形の螺髪の大きさから考えて丈

じょう

六
ろく

仏
ぶつ

（一丈六尺仏、坐像で約 2.4 ｍ）の塑像であっ
たものと考えられます。
　再建期の中門基壇の西側の整地層からは、奈良時代に鋳

ちゅう

造
ぞう

された銅製銭貨 14点が出土しました。
銭種は和

わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

３枚、萬
まん

年
ねん

通
つう

寳
ほう

４枚、神
しん

功
ごう

開
かい

寳
ほう

６枚、萬年通寳か神功開寳かいずれかのもの１枚で、和同
開珎は完形品のもので外縁外径 23.1㎜、萬年通寳は完形品のもので外縁外径 26.2㎜、神功開寳は外縁外
径 25.0 ～ 26.1㎜の大きさです。祭

さい

祀
し

に伴って散
さん

銭
せん

がおこなわれたものと考えられます。
　「耳」と墨

ぼく

書
しょ

された須恵器蓋は再建期の塔基壇の整地層の南西隅部から出土しました。９世紀末頃から
10 世紀初め頃に作られた土器です。文字が大きく書かれていることが特徴で、この耳という文字が示す意味
については、寺名、人名、地域名のいずれかを示すものとして注目されます。

高善庵遺跡・興道寺遺跡高善庵遺跡・興道寺遺跡
　高

こ

善
ぜん

庵
な

遺跡は興道寺廃寺の南方の山隅に所在する遺跡です。興道寺廃寺に瓦を供
きょう

給
きゅう

した瓦
が

窯
よう

の所在が
わからない中、高善庵遺跡の付近に瓦窯の存在が想定されています。発見の経

けい

緯
い

は不明ですが、昭和 12
（1937）年に小字高善庵から出土したことを墨書する瓦片４点が現存しています。遺跡の北西縁部には日吉
神社の他、かつて小学校などの建物も建ち、一
部で土砂掘削が行われているなど旧地形が大きく
変貌しています。高善庵出土瓦は製作技法、胎土
（瓦の土）が興道寺廃寺出土瓦と酷

こく

似
じ

し、また
焼け歪

ゆが

んだ平瓦があることは興道寺廃寺に瓦を
供給した瓦窯が存在する可能性を暗

あん

示
じ

している
ものと考えられます。
　興道寺廃寺の北方から北西側にかけて奈良時
代の集落、興道寺遺跡が広がっています。この
寺院北方集落では、８世紀前半を中心とする時
期の竪穴建物跡、掘立柱建物跡などが見つかり、
須恵器・土師器の食

しょく

膳
ぜん

具
ぐ

（食器）・煮
に

炊
たき

具
ぐ

、製
塩土器、鉄釘、鉄

てつ

製
せい

紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

などの鉄器、鞴
ふいご

羽
は

口
ぐち

や鉄
てっ

滓
さい

などの鍛冶関連遺物などが出土していま
す。
　興道寺遺跡の集落では竪穴建物と掘立柱建物
が組となり、建物小群を構成して分布しているこ
とが特徴で、興道寺廃寺の北方にあることから、
これまで寺院付属集落としての性格が想定されて
きました。しかし、近年の調査で竪穴建物や土
坑などから一定量の製塩土器が出土し、海岸部
から離れた内陸地にしては多くの製塩土器が出土
していることもあり、製塩に関係する工房としての
あり方も想

そう

定
てい

されています。また、若狭地方でも
数少ない畿内産（系）土師器の出土遺跡としても
注目されるところです。

↙
螺髪



図7　興道寺廃寺遺構変遷模式図写真35　彌美神社 写真36　平城宮跡出土木簡
（奈良文化財研究所提供）
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興道寺廃寺と耳別氏興道寺廃寺と耳別氏
　興道寺廃寺を建立した豪族として、６世紀の耳川下流域の有力豪族（獅子塚古墳、興道寺古墳群
の被葬者層）の後

こう

裔
えい

集団が想定されます。古くから耳
みみのわけ

別氏の名が寺院建立氏族として挙げられてき
ました。これは、耳別氏が興道寺廃寺が所在する若狭国三方郡弥

み

美
み

（耳、美々）郷を拠点とする豪
族で、また『古

こ

事
じ

記
き

』開化天皇段にも「若
わか

狭
さ

之
の

耳
みみのわけ

別」として記述が見えることなどを根
こん

拠
きょ

としてい
ます。
　日

ひ

子
こ

坐
いますのみこ

王の系譜上では日子坐王の子にあたる室
むろ

毘
び

古
こ

王
のみこ

が若狭之耳別の祖であることが『古事記』
に記されていますが、これ以外にも耳別氏に関する史料として、都

と

城
じょう

出土木
もっ

簡
かん

に弥美郷の別氏の記
き

銘
めい

があることや、『古事記』継
けい

体
たい

天皇段にも耳
みみのみこ

王という名が見えることが注目されます。耳王は継体
天皇と三

み

尾
お

君
のきみ

加
か

多
た

夫
ぶ

の娘（または妹の倭
やまと

比
ひ

売
め

）との子として系譜づけられ、耳別氏が継体の子の耳
王を養育した氏族であった可能性も推測されています。
　６世紀以後の耳別氏の動向として、新王統の継体天皇とつながることで勢力を保っていったもの
と考えられ、興道寺廃寺の建立氏族を考える場合、直接的には在地首長層にあたる獅子塚古墳や興
道寺古墳群などの被葬者層の後裔集団を考えることが妥当であると思われます。この後裔集団を耳
別氏に充

あ

てることは、今日の調査研究の状況から考えても大
たい

過
か

ないものと言えます。別氏は弥美郷
以外にも分布していますが、特に耳川流域において隆

りゅう

盛
せい

を誇
ほこ

った耳別氏のあり方を考えれば、興道
寺廃寺の創建にあたって耳別氏が中心をなし、在地の豪族（氏族）集団による寺院建立があった状
況がうかがえます。
　興道寺廃寺が再建を経て維持されていった背景には、耳別氏を筆

ひっ

頭
とう

とする地域の豪族集団が知
ち

識
しき

（財産や労働力などを寺院に寄進すること）として寺院に関わり続けたものと考えられることと、三
方郡で興道寺廃寺以外に白

はく

鳳
ほう

期から奈良時代までさかのぼる寺院もないので、三方郡で仏教の中心
的な役割を果たし、在地豪族にとっても求

きゅう

心
しん

的
てき

な施設であったことが考えられます。

興道寺廃寺の価値興道寺廃寺の価値
　興道寺廃寺の発掘調査成果は、地方古代寺院のひとつの事例として伽藍地や寺院地の規模や建物
配置、構造、出土遺物など、寺院そのものの様

よう

相
そう

が判明したのみに留まらず、地方への古代仏教の
普及と定着のあり方、あるいは寺院造営と在地豪族、地域社会が密接に結びついたあり方を端的に
物語る事例として注目されます。興道寺廃寺のあり方を全国各地に数多くある古代寺院の中に位置
づけることは困難ですが、寺院の平面構造、建物構造を見ても決して貧

ひん

相
そう

ではなく、また長期間に
及ぶ寺院の造営、維持が図られたことは、興道寺廃寺の大きな特徴のひとつです。
　興道寺廃寺の重要性は、以下の２点に集約されるでしょう。
① 　伽藍地に関して、創建期、再建期とも言うべき大きく分けて２時期の寺院造営が存在したこと
が判

はん

明
めい

しました。前後の時代を含めた通史を概
がい

観
かん

すれば、６世紀から７世紀前半にかけての地域
豪族層の集落形成、７世紀終わり頃から８世紀初め頃の金堂、塔、（中門）の建立からなる寺院の
創建、８世紀中頃の講堂の建立や塔の建て替え、８世紀後半の南門の建立、金堂・中門の建て替え、
９世紀終わり頃から 10 世紀初め頃の寺院廃

はい

絶
ぜつ

といった変
へん

遷
せん

を確認できます。
② 　古墳時代後期の地域豪族の台

たい

頭
とう

から、古代寺院の創建と再建、寺院廃絶に至る約 400 年間に及
ぶ流域の地域豪族（在地首長）層の盛

せい

衰
すい

をうかがうことができます。



写真37　興道寺廃寺発掘の様子１

写真38　興道寺廃寺発掘の様子２

写真39　興道寺廃寺等調査指導委員会の様子 写真40　美浜町歴史フォーラムの様子

写真41　文化遺産カード「興道寺廃寺」

16 興道寺廃寺

興道寺廃寺の保存と活用興道寺廃寺の保存と活用
　現在、美浜町教育委員会では興道寺廃寺の国
史跡への指定を目指して調査研究などに取り組ん
でいます。興道寺廃寺の発掘調査と並行して、毎
年開催されている美浜町歴史フォーラムは興道寺
廃寺の価値づけを行う上で大変貴重な機会となっ
ています。
　興道寺廃寺の発掘調査にあたっては、土地所
有者の方々を始めとした地元の興道寺区の皆様、
発掘作業や出土品整理に従事された皆様のご協
力を賜りました。また、文化庁、福井県教育委員会、
興道寺廃寺等調査指導委員会、関係各位にはご
指導を賜りました。
　今後、興道寺廃寺が末永く保存されるとともに、
遺跡の重要性が正しく理解され、活用されること
を願ってやみません。
　本パンフレット作成にあたっては、以下の機関
から写真提供、掲載許諾を受けました。

国土地理院、奈良文化財研究所、福井県教育庁埋蔵文
化財調査センター、福井県立若狭歴史博物館

興道寺廃寺
発行者 美浜町教育委員会
発行日 平成 29（2017）年 3月17日
作成者 〒 919-1138
 福井県三方郡美浜町河原市 8-8
 美浜町歴史文化館
印刷者 若越印刷株式会社美浜営業所

アクセス
■ＪＲ小浜線「美浜駅」から徒歩 約 20 分
■舞鶴若狭自動車道「若狭美浜ＩＣ」
　または「若狭美方ＩＣ」から車で約10 分
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